
東日本大震災復興支援

平成 26年 度  全 国 中学 校体 育 大会

第 44回 全 国 中学 校バ ドミン トン大会  参力[細則

団体戦のマネージヤーは、出場校の教員又は生徒とする。外部指導者 (コーチ)は、日常の部活動指導
に携わつている者とし、出場校の校長が認めた者とする。その際、外部指導者 (コーチ)は 「コーチ確認

書 (承認書)」 を大会参加申込みと一緒に送付すること。なお、団体戦でベンチ入りができる者は、監督、
マネージャーまたは外部指導者 (コ ーチ)、 選手とする。外部指導者 (コーチ)は、同一人が複数校の外部

指導者 (コーチ)にはなれない。また、中学校の教職員は外部指導者 (コーチ)にはなれない。

団体戦の選手変更及び監督、マネージャーまたは外部指導者 (コーチ)の変更については、疾病や傷害
などの特殊な場合のみとし、監督会議の開始前に書面 所 定用紙)によつて大会事務局に申し出る。なお、
選手の追加は認めない。

個人戦でベンチ入りできる者は、監督、選手を基本とする。但し、団体戦との重複出場の個人戦出場者
の場合には、団体戦に登録してある監督、マネージャー (出場校の教員又は生徒)、 外部指導者 (コーチ)、

及び選手は、ベンチ入りができる。その他、入場許可申請を行い、大会実行委員会に承認された者はベン

チ入りができる。

個人戦の入場許可申請は、別紙の所定用紙にて申請を行うこと。また、大会参加申込みと一緒にま�
‐
寸
｀
す

ること。入場許可申請を受ける者で、出場校の中学校以外の教職員へは入場許可申請をすることができな
い。入場許可申請は男女別の個人戦とし、それぞれ 1名ずつの申請を認める。

依頼監督は、監督会議への出席及び試合時のベンチ入りを認める。但し、依頼監督は所定の手続きを行
い、大会実行委員会が承認した者とする。

監督、マネージャーまたは外部指導者 (コ ーチ)、 選手は、本大会が全国の中学校生徒を基盤とした学校
教育活動下での大会であることを認識 し、その歴史的な意義や品位を保つために、服装等を整えるととも
に、大会運営に協力をすること。なお、試合時には、大会実行委員会から発行された IDカー ドを必ず着
用すること。

参加選手並びに監督は、団体戦・個人戦の出場を問わず、開会式には必ず参加する。また、閉会式 (表

彰)には、団体戦・個人戦ともに 1位～ 3位に入賞した選手・監督・マネージャーまたは外部指導者 (コ

ーチ)が参加すること。

8  使用用器具は、(公財)日本バドミントン協会検定合格用器具とする。ただし、シャトルの銘柄は次の通
りとし、室温にあつたものとする。 【大会使用の銘柄 (予定)】

トーナメント (ヨネックス)   SKYCROSS EX(ミ ズノ)  ネオ・フェザー・プラチナ (ゴーセン)

ツアーシャトル100プレミアム (アメアスポーツジャパン)   PrOFeather―GX(メ トロレジャー)

競技上の服装は、(公財)日本バドミントン協会審査合格品とする。上衣の裾は下衣の中に入れて競技を
行うこと。防汗や整髪のために、ハチマキの使用は認めるが、体裁良く結ぶこと。インナーウェアについ
ては、審査合格品ウェアから露出するものは審査品とする。
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10  上衣の背中中央部には、縦20m、 横30mの範囲内に校名および姓の表示をすること。日本文字 (楷

書)で明記すること。チーム内に同姓がいる場合には名前の一文字を小さく入れること。

例

く―――-   30cm    ―――――>

11 試合前の練習時間については、挨拶の後に団体戦は3分ずつとし、番号の若いチームから行う。個人戦

については同時に3分間とする。シングルスは対戦同士にて行うこと。

12 団体戦については、試合の進行状況により、最初から2、 3コー ト並行で実施することがある。また、

2試合先取した時点で、試合は打ち切りとし、その後の試合は行わない。

13 すべてのゲーム中に、一方のサイ ドのスコアが11点になったとき、60秒を超えないインターバルを

認:め る。

14 第 1ゲームと第2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認め

る。

15 シャトルがインプレーでないときに限り、プレイヤーはマッチ (試合)中のアドバイスを受けることが

できる。プレイヤーはインターバルを除き、マッチ (試合)中、主審の許可なしにコートを離れてはなら

ない。

16 競技中の汗拭きは、マッチ (試合)を中断しないように心掛ける。また、水分補給については、主審の

許可を得て行い、支給されたスクイズボトル (受付時に配布)を使用すること。

17 競技場は、コー トマットを使用し、エアコン (冷房)を入れる。

18 練習会場はブロック別に設定しているので、詳しくは男I夕紙の練習会場一覧表を参照すること。練習会場

では、係員の指示に従うこと。

宿泊については、別紙宿泊要項による。適切な危機管理対応 (感染症・自然災害等)を確保するため、

必ず、大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと。 (指定外の宿泊施設の利用は原則認めない)

20 参加料の振込みについては、振込み時に必ず大会参加申込みと同じ学校名の入力を行うこと。また、振

込み手数料は振込み者が負担すること。

21 プログラム等に誤字・脱字がないように留意するが、訂正があれば、受付時に配布する書面にて、監督

会議前に申し出ること。申し出により、大会本部より正誤表等にて訂正する。

22 諸会議及び開閉会式について

(1)監 督会議は8月 19日 (火)10時 30分より「西条市総合文化会館 小ホール」で開催する。

(2) アトラクションは8月 19日 (火)11時 40分より「西条市総合文化会館 大ホーノ吻 で開催す

る。選手は、 11時 35分には座席に着く。

(3) 開会式は8月 19日 (火)12時より「西条市総合文化会館 大ホーノ均 で開催する。

(4) 閉会式 (表彰メ0は 8月 22日 (金)個人戦決勝終了後準備ができ次第 (11時 30分頃を予定)、

「西条市総合体育館」で行う。
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対 象 者 時 間 帯 場  所

選手団 (個人戦選手も含む) 9時 45分 ～ 11時 30分 エントランスホール

監督会議出席の監督 10時 00分～10日寺30分 小ホール

来賓 。大会役員・視察員 10時30分～ 11時30分 エントランスホール

報道関係者 院」寺 エントランスホール

23 チーム (個人戦のみの選手も含む)の受付については下表で確認すること。
8月 19日 (火) 西条市総合文化会館

8月 18日  (月 )～ 22日 (金)   西条市総沿イヽ本育館

※選手の受付は開会式の西条市総合文化会館ど試合会場の西条市総合体育館の両方で行うこと。

24 式典関係の詳細については下表にて確認すること。

開会式 8月 19日 (火) 12時 ～  西条市総合文化会館

閉会式 8月 22日 (金) 11時 30分～ 西条市総合体育館

次 第 等 時  刻 備  考
選手入場開始 11時20分 係の指示に従って入場し、指定の

席に着座する。選手入場完了 (着座) 11時 25分
来賓 。大会役員入場開始 11時25分
閉会式開始

(団体戦・個人戦の表彰)

11時30分 表彰は係の指示に従い、表彰を受
ける。

開会式終了 12時 15分
選手退場開始 12時15分 係の指示に従い、退場する。
時刻については競技の遅延により多少遅れる場合がある。その場合には放送等にて連絡をする。

25 西条市総合文化会館は、大型バス (マイクロバスを含む)の駐車場はないので、人員を乗降させた後、
直ちに移動すること。駐車場では係員の指示に従い、交通安全に十分に配慮すること。
※開会式後に、大会会場である西条市総合体育館までの移動で予定されているシャトノレ スヾは、団体 1回
戦のあるチームを優先して運行します。

開催地のゴミ分別収集に協力すること。宿泊先の部屋から出る時には、エアコン、テレビ、ライ トのス

イッチを消すこと。マイ歯ブラシを持参すること。節電や節約に協力すること。

対 象 者 時 間 帯 場  所

選手団 (個人戦選手も含む) 18日 13時00分～ 17時
19日 13時00分～

20日  8時 30分 ～

21日  8時 30分 ～

22日  8時 30分 ～

エントランスホール
来賓・大会役員・視察員

報道関係者 院罰寺 エントランスホール

次 第 等 時  亥」 備  考
選手入場開始 11時20分 係の指示に従って入場し、指定の

席に着座する。
11時40分からアトラクション

選手入場完了 (着座) 11時35分
来賓 。大会役員入場開始 11時55分
開会式開始 12時 00分
開会式終了 12時 40分
選手退場開始 12時 40分 係の指示に従い、退場する。
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